
新生児黄疸パス NICU病棟　      病室

患者さんには、クリニカルパスに基づいた医療を行います。

　　月　日（　　） 　　月　日（　　） 　　月　日（　　） 　　月　日（　　） 　　月　日（　　）～ 　　月　日（　　）

　1日目：入院・光線療法開始 2日目 3日目 4日目 5日目～ 退院日

・全身に光を当てる治療を行います

・毎日、新生児科医師が診察を行います

検査
・レントゲン検査

・赤ちゃんの状態に合わせて採血をします

栄養

清潔 ・点滴が抜けたら沐浴をします

・入院時、医師から病状説明があります

・看護師から入院時の説明があります
・採血の結果をお知らせします

※状態により、スケジュール内容が多少異なる場合があります。経過については、個別にご説明いたします
※病名や入院期間については、現時点で予測されるものであり、今後検査結果で変わっていく可能性があることをご了承ください
※ご不明な点がありましたら、スタッフへおたずねください 東京女子医科大学附属足立医療センター　　　2025年1月 第3版

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　様

説明日：　　　　　年　　　　月　　　　日

治療

・

処置

・体温、心拍数、呼吸数が安定している

・腹部膨満や嘔吐がない

・経口哺乳ができる

・ご家族:不安なことや疑問を聞くことができる

　　　　　 治療を受けられるよう支援ができる

・看護師が、授乳方法やオムツ交換の方法について説明します

・光線療法中の面会(授乳を含め)は、治療を優先する為、30分になります

　(1日2回まで面会できます)

・ご家族:赤ちゃんのお世話ができる(治療の状況により、できないこともあります)

・体重測定と、赤ちゃんのからだを拭いたり、沐浴をします

説明

・採血があります

  (再びビリルビンの値の上昇が無いか調べます)

・採血をして、ビリルビンの値が下がっていたら光線療法を中止し、洋服を着ます

・採血があります(ビリルビンの値が低下しているか調べます)

育児

・抱っこ、オムツ交換、授乳から覚えていき、まずは見学から実施して頂きます。

　慣れるまで看護師が付き添います

・採血の結果と退院の目安をお知らせします

・医師から退院の説明があります

・看護師から退院当日の持ち物や流れ、

  会計について説明します

・育児指導(直母、沐浴など)を行います

項　目

目標

・ビリルビンの値により、治療を再開することがあります

・経過が良好であれば経口哺乳を開始します

・光線療法が1面になったら、おっぱいを直接飲めるようになります

・面会中、赤ちゃんのリズムに合わせて抱っこ、沐浴、授乳をお父さん、お母さんが主体で行います


